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第
二
十 

  
 

前 

史 
   
 
 
 
 

一 
  

彼
我
の
状
況
を
対
比
す
る
た
め
に
、
本
文
中
も
し
く
は
「
メ
モ
」

で
本
邦
の
出
来
事
を
併
記
す
る
。 

 

旧
稿
（
二
〇
〇
四
年
版
）
で
は
、
初
期
の
計
算
の
用
を
な
す
道
具

や
器
具
、
機
械
装
置
を
語
る
前
に
、「
レ
コ
ン
キ
ス
タ
」「
幌
馬
車
は

西
部
を
目
指
す
」「
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
」
の
三
節
を
置
い
た
。
計
算

す
る
た
め
の
器
具
や
機
械
装
置
が
な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
案
さ
れ
た

の
か
、
そ
の
歴
史
的
な
背
景
を
押
さ
え
て
お
く
の
が
ね
ら
い
だ
っ
た
。 

 

「
レ
コ
ン
キ
ス
タ
」（Reconquista

）
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
国
に
よ
る
失
地
回
復
運
動
を
指
す
。
バ
ル
カ
ン
半
島

に
お
け
る
「
ク
ル
セ
ー
ダ
」（Crusade

：
十
字
軍
）
と
一
対
の
関
係

に
あ
る
。 

 

イ
ス
ラ
ム
教
を
崇
拝
す
る
マ
ウ
イ
ヤ
王
朝
（
首
都
は
ダ
マ
ス
カ
ス
）

が
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
越
え
て
イ
ベ
リ
ア
半
島

に
上
陸
し
た
の
は
七
一
一
年
、
ア
ル
・
ア
ン
ダ
ル
ス
の
支
配
を
確
立

し
た
の
は
七
一
八
年
と
さ
れ
る
。 

 

以
後
、
統
一
王
朝
↓
タ
イ
フ
ァ
（
小
国
分
裂
）
↓
統
一
王
朝
を
繰

り
返
し
つ
つ
、
一
四
九
二
年
の
一
月
二
日
、
ナ
ス
ル
朝
グ
ラ
ナ
ダ
王

国
の
ム
ハ
ン
マ
ド
十
一
世
（
ボ
ア
ブ
デ
ィ
ル
王
）
が
カ
ス
テ
ィ
ー
リ

ャ
＝
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
に
降
伏
し
た
。 

 

失
地
回
復
は
達
成
さ
れ
た
の
で
、
本
来
の
「
レ
コ
ン
キ
ス
タ
」
は

目
的
を
達
し
た
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
東
方
の
バ
ル
カ
ン
半
島
は
、

オ
ス
マ
ン
朝
ト
ル
コ
帝
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
諸
王

国
は
黒
海
か
ら
先
の
道
を
遮
断
さ
れ
、
か
つ
て
陸
路
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
も
た
ら
さ
れ
た
中
国
の
精
緻
な
陶
芸
品
や
絹
織
物
、
イ
ン
ド
の
香

辛
料
の
搬
入
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。 

 

―
―
海
路
を
開
き
、
イ
ン
ド
帝
国
と
盟
を
結
ん
で
オ
ス
マ
ン
帝
国

を
挟
撃
し
よ
う
で
は
な
い
か
。 

 

と
い
う
声
が
沸
き
起
こ
っ
た
。 

 

し
か
も
海
路
に
よ
っ
て
東
洋
の
文
物
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

巨
万
の
利
が
約
束
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
人
々

は
、
イ
ン
ド
に
通
じ
る
交
易
路
を
回
復
す
る
ま
で
が
「
レ
コ
ン
キ
ス

タ
」
だ
と
考
え
た
。 

 
同
年
八
月
三
日
に
イ
ス
パ
ニ
ア
の
パ
ロ
ス
港
か
ら
出
航
し
た
三
隻

の
帆
船
が
「
イ
ン
ド
」
を
〝
発
見
〞
し
た
。
実
は
そ
れ
は
カ
リ
ブ
海

域
の
島
（
バ
ハ
マ
諸
島
グ
ァ
ナ
ハ
ニ
島
）
だ
っ
た
の
だ
が
、
隊
長
の

コ
ロ
ン
ブ
ス
は
、
そ
の
住
民
の
肌
の
色
は
間
違
い
な
く
イ
ン
ド
人
の

そ
れ
だ
と
主
張
し
た
。 
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次
い
で
一
五
一
三
年
の
九
月
二
十
五
日
、
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド
（El 

D
orado

：
黄
金
郷
）
を
求
め
て
パ
ナ
マ
か
ら
南
下
し
た
バ
ス
コ
・

デ
・
バ
ル
ボ
ア
が
「
南
の
海
」（
太
平
洋
）
を
〝
発
見
〞
し
、
一
五

二
一
年
八
月
十
三
日
に
エ
ル
ナ
ン
・
コ
ル
テ
ス
が
ア
ス
テ
カ
王
国
を

滅
ぼ
し
、
一
五
三
三
年
七
月
七
月
二
十
六
日
に
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ピ
サ

ロ
が
イ
ン
カ
帝
国
の
皇
帝
ア
タ
ワ
ル
パ
を
処
刑
し
た
。 

 

彼
ら
は
失
地
回
復
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
コ
ン
キ
ス
タ
ド
ー
レ
（
新

天
地
の
征
服
者
）
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、
四
十
年
し
か
経
っ
て
い
な

い
。
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
価
値
観
で
は
英
雄

だ
が
、
イ
ン
デ
ィ
オ
に
と
っ
て
は
仇
敵
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。 

  

「
幌
馬
車
は
西
部
を
目
指
す
」
で
は
北
米
に
お
け
る
白
人
入
植
者

の
理
不
尽
な
土
地
簒
奪
を
書
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
内
訌
で
弾
き
出

さ
れ
た
新
興
勢
力
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
侵
食
し
、
西
に
向
か
っ
て
領

地
を
拡
大
す
る
の
は
「
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
」
―
―

神
（
あ
く
ま
で
も
キ
リ
ス
ト
教
の
）
が
与
え
た
も
う
た
使
命
で
あ
る
、

と
い
う
わ
け
だ
っ
た
。 

 

北
米
大
陸
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
視
野
に
入
っ
た
の
は
、
一
六
二

〇
年
十
一
月
十
一
日
、
現
在
の
ボ
ス
ト
ン
に
ほ
ど
近
い
岬
の
浜
に
錨

を
下
ろ
し
た
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
が
端
緒
で
あ
る
。
彼
ら
は
ネ
イ
テ
ィ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
人
々
の
援
け
を
借
り
て
曠
野
を
耕
し
、
一
六
二

一
年
の
秋
、
新
天
地
で
の
最
初
の
収
穫
を
ワ
ン
パ
ノ
ア
グ
の
人
々
と

一
緒
に
祝
う
こ
と
が
で
き
た
。
サ
ン
ク
ス
・
ギ
ビ
ン
グ
・
デ
イ
の
最

初
と
い
わ
れ
る
。 

 

最
初
の
う
ち
は
う
ま
く
い
っ
た
。 

 

し
か
し
ワ
ン
パ
ノ
ア
グ
の
族
長
メ
タ
コ
メ
ッ
ト
が
白
人
入
植
者
た

ち
と
の
戦
い
で
死
去
し
た
一
六
七
六
年
を
境
に
、
戦
闘
は
激
し
さ
を

増
し
て
い
く
。
何
と
な
れ
ば
、
白
人
入
植
地
の
拡
張
は
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
生
活
の
場
を
奪
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
幌
馬
車
隊
を
襲
う
ア
パ
ッ
チ
族
、
駆
け
つ
け
る
奇
兵
隊
と

い
う
西
部
劇
お
決
ま
り
の
風
景
が
お
よ
そ
二
百
年
も
続
い
た
。 

 

白
人
入
植
者
の
子
孫
が
樹
立
し
た
連
邦
政
府
の
支
配
が
太
平
洋
の

岸
辺
に
及
ん
だ
の
は
一
八
四
八
年
で
あ
る
。
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
か
ら

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
成
立
ま
で
は
、
ざ
っ
く
り
徳
川
将
軍
家
十
五

代
の
時
間
帯
に
相
当
す
る
。 

  

三
番
目
の
「
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
」
で
は
、
一
八
四
八
年
一
月
に
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
始
ま
っ
た
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
書
い

た
。 

 
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
に
注
ぐ
ア
メ
リ
カ
ン
川
の
中
流
、
コ
ロ
マ

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
放
水
路
の
川
底
を
浚
っ
て
い
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

マ
ー
シ
ャ
ル
が
キ
ラ
リ
と
光
る
金
属
片
を
発
見
し
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル

の
雇
用
主
で
粉
挽
業
と
牧
場
を
経
営
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
サ
ッ
タ
ー

は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
と
相
談
し
て 
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―
―
二
人
だ
け
の
秘
密
に
し
て
お
こ
う
。 

 
と
決
め
た
が
、
人
の
口
に
戸
は
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
三
月
に
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
町
で
大
騒
ぎ
と
な
り
、
八
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
新
聞
が
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
金
鉱
脈
発
見
」
と
報
じ
た
。 

 

北
米
全
土
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
の
各
地
か
ら
総
計
三
十
万
人

も
が
集
ま
り
、
金
鉱
は
一
八
五
〇
年
ご
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
掘
り
尽
く

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
十
七
世
紀
、
南
米
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
入
し

た
金
と
銀
が
景
気
に
影
響
し
た
よ
う
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
金
も

通
貨
の
価
値
を
変
え
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

実
を
い
う
と
旧
稿
の
「
レ
コ
ン
キ
ス
タ
」
は
近
世
に
お
け
る
金
銀

流
通
量
、
そ
の
変
動
が
景
気
を
左
右
し
た
こ
と
の
伏
線
、「
幌
馬
車

は
…
…
」
は
「
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
」
へ
の
つ
な
ぎ
で
あ
る
。
初
源
的

な
計
算
器
具
や
計
算
装
置
に
つ
い
て
語
る
前
に
こ
の
三
節
を
置
い
た

の
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
近
世
に
お
け
る
計
算
器
は
「
カ
ネ
」
を
数
え

る
た
め
に
発
明
さ
れ
た
、
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。 

 

だ
が
、
ど
う
や
ら
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。 

 

ま
ず
は
占
星
術
、
天
文
学
の
た
め
で
あ
っ
た
り
、
航
海
の
た
め
で

あ
っ
た
り
し
た
。
次
に
目
的
と
さ
れ
た
の
は
土
地
の
計
測
で
あ
り
、

純
粋
に
数
学
の
た
め
で
あ
っ
た
り
し
た
。
カ
ネ
を
数
え
る
用
途
に
用

い
る
の
は
、
そ
の
副
次
的
な
位
置
付
け
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。 

 

こ
こ
で
い
う
「
カ
ネ
」
と
は
、
売
上
げ
や
支
払
い
額
の
集
計
だ
け

の
こ
と
で
は
な
い
。
給
金
の
計
算
も
あ
れ
ば
利
息
の
計
算
も
あ
る
。

生
産
、
物
流
、
税
、
兵
備
…
…
数
を
数
え
、
足
し
算
・
引
き
算
・
掛

け
算
・
割
り
算
を
行
う
こ
と
で
社
会
・
経
済
は
動
い
て
い
る
。
そ
れ

は
い
つ
の
時
代
で
も
変
わ
ら
な
い
。 

 

十
七
世
紀
以
後
に
登
場
し
た
計
算
器
具
は
、
会
計
士
や
税
理
士
の

仕
事
を
便
利
に
し
た
。
そ
れ
は
確
か
な
こ
と
だ
っ
た
が
、
計
算
器
具

の
発
明
者
に
と
っ
て
「
カ
ネ
」
の
こ
と
は
眼
中
に
な
か
っ
た
。
計
算

器
具
が
「
カ
ネ
」
の
こ
と
に
使
わ
れ
た
の
は
、
結
果
に
過
ぎ
な
か
っ

た
の
だ
。 

 

機
械
が
純
粋
に
機
械
で
あ
っ
た
時
代
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て

考
案
さ
れ
た
機
械
仕
掛
け
の
計
算
装
置
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
本
稿
は
「
日
本
」
に
軸
足
を
置
く
の
で
、
そ
の
器
具
や
装
置
が

考
案
さ
れ
た
と
き
、
本
邦
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
た
か
を
付
記
し
て

お
く
。 

 
 

 
前
史
第
一
期 

一
六
一
六
年 

ネ
イ
ピ
ア
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
の
「
ネ
イ
ピ
ア
・

ボ
ー
ン
ズ
」 

 
 
 

 

ネ
イ
ピ
ア
・
ボ
ー
ン
ズ
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
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に
始
ま
る
〝
計
算
用
の
道
具
〞
と
し
て
最
後
に
登
場
し
た
。
た
だ
し

石
を
並
べ
て
数
を
数
え
る
単
純
な
仕
組
み
で
は
な
か
っ
た
。 

 
考
案
し
た
の
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
国
の
貴
族
階
級
の
家
に
生
ま

れ
た
ジ
ョ
ン
・
ネ
イ
ピ
ア
で
あ
る
。
誕
生
し
た
一
五
五
〇
年
は
本
邦

の
天
文
十
九
年
に
当
た
り
、
豊
後
守
護
職
大
友
義
鑑
が
家
督
相
続
を

め
ぐ
っ
て
家
臣
の
田
口
鑑
親
、
津
久
見
美
作
守
ら
に
殺
害
さ
れ
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
肥
前
・
平
戸
で
布
教
活
動
を
行
っ
た
あ

と
京
都
に
出
立
し
て
い
る
。
織
田
信
長
は
十
七
歳
、
美
濃
の
蝮
・
斎

藤
道
三
の
娘
（
濃
姫
）
と
婚
姻
を
結
ん
だ
ば
か
り
だ
っ
た
。 

 

ネ
イ
ピ
ア
の
紹
介
文
に
お
け
る
〝
肩
書
き
〞
は
「
数
学
者
、
物
理

学
者
、
天
文
学
者
」
だ
が
、
そ
れ
は
彼
の
功
績
に
対
す
る
後
付
け
と

い
っ
て
い
い
。
実
際
は
神
学
と
占
星
術
の
研
究
者
だ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
高
度
な
数
学
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
の
は
確
か
だ

っ
た
。
天
体
を
観
測
す
る
に
は
三
角
法
に
よ
る
計
算
が
欠
か
せ
ず
、

か
つ
非
常
に
大
き
な
数
字
を
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
数
学

の
概
念
や
方
法
論
は
欧
州
諸
国
で
の
留
学
に
学
ん
だ
ら
し
い
が
、
詳

し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。 

 

当
時
、
最
大
の
有
効
数
字
と
さ
れ
て
い
た
の
は
七
桁
だ
っ
た
。
天

文
観
測
を
正
確
に
行
う
に
は
、
１
か
ら
９
９
９
９
９
９
９
ま
で
の
数

字
で
複
雑
な
加
減
乗
除
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

ネ
イ
ピ
ア
は
一
五
九
五
年
ご
ろ
、
簡
単
な
計
算
で
近
似
値
を
出
す
方

法
は
な
い
か
と
考
え
始
め
た
―
―
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
結
果
、
編
み
出
さ
れ
た
の
が
「
ネ
イ
ピ
ア
の
数
」
と
呼
ば
れ

る
対
数
だ
が
、
何
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
か
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
分

か
ら
な
い
。
し
ば
し
ば
ネ
イ
ピ
ア
の
数
の
説
明
に
「
貸
し
付
け
た
金

の
返
済
期
間
に
応
じ
た
利
子
」
の
例
が
使
わ
れ
る
。
存
外
そ
れ
が
き

っ
か
け
だ
っ
た
の
か
も
、
と
考
え
る
の
は
俗
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。 

 

ネ
イ
ピ
ア
は
、
そ
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
彼
は
、
牛
の
骨
に
目
盛
り
を
刻
み
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
答
え
が
出
る
仕
掛
け
を
発
明
し
た
。
完
成
し
た
の
は
一
六
一
六
年

だ
っ
た
。
翌
年
、
製
品
と
し
て
発
売
さ
れ
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
会

計
士
や
税
理
士
か
ら
注
文
が
殺
到
し
た
。 

 

も
っ
と
も
ネ
イ
ピ
ア
は
、
自
分
の
成
功
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
ネ
イ
ピ
ア
・
ボ
ー
ン
ズ
が
発
売
さ
れ
た
そ
の
年
の
四
月
、
彼

は
故
郷
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
一
生
を
終
え
た
。 

 

の
ち
に
ネ
イ
ピ
ア
の
数
は
シ
モ
ン
・
ス
テ
ヴ
ィ
ン
が
提
唱
し
た
十

進
法
と
小
数
の
原
理
と
結
び
つ
い
て
数
学
の
基
礎
を
作
り
、
そ
の
原

理
は
サ
ミ
ュ
ウ
ェ
ル
・
モ
ー
ラ
ン
ド
に
引
き
継
が
れ
た
。
一
六
六
〇

年
に
発
表
さ
れ
た
「
加
減
算
計
算
機
」
が
そ
れ
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

ネ
イ
ピ
ア
・
ボ
ー
ン
ズ
に
続
く
の
は
、
歯
車
や
バ
ネ
を
組
み
込
ん
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だ
機
械
仕
掛
け
の
計
算
装
置
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
操
作
す
る

人
の
頭
の
中
に
あ
っ
て
、
複
雑
で
煩
雑
な
計
算
を
簡
略
に
行
う
こ
と

が
目
的
と
さ
れ
た
。
ま
だ
道
具
の
域
を
出
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で

は
「
歯
車
式
」
と
称
し
て
お
く
。 

  

前
史
第
二
期 

一
六
二
三
年 

シ
ッ
カ
ー
ト
（
ド
イ
ツ
）
の
計
算
機 

一
六
四
〇
年
代 

パ
ス
カ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
「
パ
ス
カ
リ
ー
ヌ
」 

一
六
六
〇
年 

モ
ー
ラ
ン
ド
（
英
国
）「
加
減
算
計
算
機
」 

一
六
六
六
年 

モ
ー
ラ
ン
ド
（
英
国
）「
加
減
乗
除
計
算
機
」 

  

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ッ
カ
ー
ト
（W

ilhelm
 Schickard

／
一
五
五

二
〜
一
六
三
五
）
は
、
一
四
七
七
年
の
創
立
と
伝
わ
る
ド
イ
ツ
最
古

の
総
合
大
学
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
カ
ー
ル
大
学
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
で
ヘ

ブ
ラ
イ
語
を
教
え
て
い
た
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
計
算
機
が
ど
う
つ
な
が

る
の
か
不
明
だ
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
教
授
と
い
う
の
は
表
向
き
で
あ

っ
て
、
本
当
は
占
星
術
、
天
文
学
の
研
究
者
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。 

 

彼
が
誕
生
し
た
一
五
九
二
年
、
我
が
国
は
天
正
二
十
年
に
当
た
り
、

豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
て
三
年
目
、
千
利
休
が
自
害
し

た
翌
年
、
小
西
行
長
が
朝
鮮
半
島
・
釜
山
に
攻
め
入
っ
て
文
禄
の
役

の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
年
で
あ
る
。 

 

ま
た
シ
ッ
カ
ー
ト
の
計
算
機
が
発
明
さ
れ
た
一
六
二
三
年
は
元
和

九
年
で
あ
っ
て
、
徳
川
家
光
が
三
代
将
軍
の
宣
下
を
受
け
、
の
ち
に

老
中
筆
頭
と
し
て
徳
川
の
基
盤
を
磐
石
に
し
た
松
平
信
綱
が
従
五
位

伊
豆
守
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
と
相
ま
っ
て
南
蛮

貿
易
は
急
速
に
縮
小
に
向
か
っ
て
お
り
、
数
学
的
・
理
論
的
な
概
念

の
形
成
と
は
ほ
ど
遠
い
状
況
だ
っ
た
。 

 

シ
ッ
カ
ー
ト
が
考
案
し
た
計
算
機
は
「
カ
ル
キ
ュ
レ
ー
テ
ィ
ン

グ
・
ク
ロ
ッ
ク
」（
計
算
す
る
時
計
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
機
械
式

で
、
六
け
た
の
加
減
乗
除
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
内
部
に
複

数
の
ネ
イ
ピ
ア
・
ボ
ー
ン
ズ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
星
の
動

き
を
計
算
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
計
算
具
と

機
械
仕
掛
け
の
計
算
装
置
の
橋
渡
し
を
果
た
し
た
、
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。 

 

現
物
は
火
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ケ
プ
ラ
ー

に
宛
て
た
手
紙
に
書
い
て
あ
っ
た
装
置
の
概
観
図
か
ら
、
レ
プ
リ
カ

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
パ
ス
カ
リ
ー
ヌ
」
は
哲
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ブ
レ
ー
ズ
・
パ

ス
カ
ル
が
十
九
歳
（
一
六
四
二
）
の
こ
ろ
作
成
し
始
め
、
数
年
後
に

完
成
さ
せ
た
。
初
期
版
は
五
つ
、
最
終
版
は
八
つ
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
操

作
し
、
１
か
ら
９
９
９
９
９
９
９
ま
で
の
整
数
を
扱
う
こ
と
が
で
き

た
。
ダ
イ
ヤ
ル
の
上
部
に
窓
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
答
え
の
数
字
が
表

示
さ
れ
る
仕
組
み
だ
っ
た
。
今
で
い
え
ば
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
が
付
い
て
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い
た
。 

 
パ
ス
カ
ル
が
こ
の
機
械
を
考
案
し
た
の
は
、
徴
税
官
だ
っ
た
父
親

の
仕
事
を
楽
に
し
よ
う
と
考
え
た
か
ら
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し

当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
通
貨
「
リ
ー
ブ
ル
」
の
数
え
方
は
十
進
法
で
は

な
く
、
き
わ
め
て
変
則
的
だ
っ
た
。 

 

ど
の
よ
う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
一
リ
ー
ブ
ル
（livre

）
は
二
十

ス
ー
（sou

／sol

）、
一
ス
ー
は
十
二
ド
ゥ
ニ
エ
（denier

）
と
変
則

的
な
が
ら
一
定
の
換
算
式
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

そ
の
原
型
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
通
貨
単
位
に
あ
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
の

リ
ラ
／
ソ
ル
ド
／
デ
ナ
ロ
、
ド
イ
ツ
の
ブ
フ
ン
ト
／
シ
リ
ン
グ
／
ブ

フ
ェ
ニ
ヒ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ポ
ン
ド
／
シ
リ
ン
グ
／
ペ
ニ
ー
（
ペ

ン
ス
）
も
同
じ
だ
っ
た
。 

 

た
だ
し
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
ア
ン
リ
３
世
が
「
エ
キ
ュ
／
フ
ラ
ン
」

と
い
う
独
自
の
通
貨
制
度
を
創
出
し
た
た
め
に
、
計
算
が
や
や
こ
し

く
な
っ
た
。
一
フ
ラ
ン
＝
一
リ
ー
ブ
ル
は
い
い
の
だ
が
、
上
位
貨
幣

の
ル
イ
・
ド
ー
ル
（
金
貨
）
は
四
十
〜
二
十
リ
ー
ブ
ル
、
エ
キ
ュ

（
銀
貨
）
は
六
〜
三
リ
ー
ブ
ル
と
い
う
具
合
だ
っ
た
。「
〜
」
で
は

計
算
機
が
機
能
し
な
い
。 

 

だ
け
で
な
く
パ
ス
カ
ル
は
引
き
算
の
仕
組
み
を
入
れ
な
か
っ
た
し
、

操
作
の
説
明
書
も
作
ら
な
か
っ
た
。「
カ
ネ
」
の
こ
と
の
た
め
に
考

案
さ
れ
た
初
め
て
の
機
械
装
置
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
仕

事
に
使
え
な
か
っ
た
の
も
確
か
だ
っ
た
。 

       



第 20 前 史（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

一
四
九
二
年 

日
本
は
延
徳
四
年
、
足
利
義
政
の
死
後
、
そ
の
東
山
山
荘
が

慈
照
寺
と
な
っ
た
二
年
後
に
当
た
る
。
七
月
「
明
応
」
に
改
元
さ
れ
、
駿
河

興
国
寺
で
は
伊
勢
長
氏
が
戦
国
の
風
雲
を
蓄
え
て
い
た
。
長
氏
は
箱
根
の
山

中
で
関
東
を
う
か
が
い
、
郎
党
の
大
道
寺
、
松
田
ら
と
の
謀
議
に
忙
し
か
っ

た
。
伊
豆
一
国
を
手
中
に
入
れ
、
下
克
上
の
幕
を
切
っ
て
落
と
す
の
は
翌
明

応
二
年
で
あ
る
。 

七
一
一
年 

日
本
は
和
銅
四
年
に
当
た
り
、『
古
事
記
」
撰
上
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
た
。
中
国
で
は
武
則
天
（
則
天
武
后
）
の
没
後
、「
唐
」
を
復
活
し

た
睿
宗
（
李
旦
：
６
６
２
〜
７
１
６
）
の
景
雲
二
年
で
あ
る
。 

ア
ル
・
ア
ン
ダ
ル
ス 

イ
ス
ラ
ム
教
国
に
お
け
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
呼
称
。

「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
」（
プ
ラ
ト
ン
に
よ
る
伝
説
の
島
）
に
由
来
す
る
と
い
う

説
が
あ
る
。
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
、
ガ
リ
シ
ア
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
、
ナ
バ
ラ
、

ア
ラ
ゴ
ン
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
、
セ
ビ
リ
ア
、
ト
レ
ド
、
グ
ラ
ナ
ダ
、
バ
レ
ン

シ
ア
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
ア
ラ
ゴ
ン
と
い
っ
た
行
政
区
が
、
小
国
分
裂
の
基
盤

と
な
っ
た
。 

イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
王
朝 

ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
（
一
〇
五
六
〜

一
一
四
七
、
首
都
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
）、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
（
ア
ル
モ
ハ
ー
ド
朝
と

も
：
一
一
三
〇
〜
一
二
六
九
、
首
都
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
）
と
続
き
、
ナ
ス
ル
朝

に
引
き
継
が
れ
た
。 

コ
ロ
ン
ブ
ス 

Christopher Colum
bus

／
１
４
５
１
〜
１
５
０
６
。 

一
五
一
三
年 

日
本
は
永
正
十
年
。
室
町
将
軍
は
足
利
義
尹
。
将
軍
が
大
内

義
興
、
細
川
高
国
ら
の
専
横
に
腹
を
立
て
て
近
江
に
出
奔
す
る
と
い
う
珍
妙

な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。 

バ
ス
コ
・
デ
・
バ
ル
ボ
ア 

V
asco N

úñez de Balboa

／
１
４
７
５
〜
１

５
１
９
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
し
て
初
め
て
太
平
洋
を
発
見
者
と
な
っ
た
ば
か

り
で
な
く
、
新
大
陸
が
大
西
洋
と
太
平
洋
の
間
に
大
き
く
広
が
る
南
北
に
連

な
る
大
陸
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
バ
ル
ボ
ア
が
越
え
た
の
は
、
南

北
ア
メ
リ
カ
を
つ
な
ぐ
陸
橋
の
最
も
狭
い
部
分
（
パ
ナ
マ
地
溝
）
だ
っ
た
。 

ア
ス
テ
カ
王
国 

１
４
２
８
？
〜
１
５
２
１
。
テ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ン
（
メ
キ

シ
コ
シ
テ
ィ
）に
首
都
を
置
い
て
、約
百
年
十
一
代
に
わ
た
っ
て
繁
栄
し
た
。

最
後
の
ク
ア
ウ
テ
モ
ッ
ク
皇
帝
は
メ
キ
シ
コ
の
伝
説
的
英
雄
と
な
っ
て
い
る
。 

エ
ル
ナ
ン
・
コ
ル
テ
ス 

H
ernán Cortés de M

onroy y Pizarro

／
１
４

８
５
〜
１
５
４
７
。 

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ピ
サ
ロ 

Francisco Pizarro

／
１
４
７
０
〜
１
５
４
１
。

ピ
サ
ロ
は
イ
ン
デ
ィ
オ
た
ち
か
ら
神
の
使
徒
（
な
い
し
神
の
再
来
）
と
畏
怖

さ
れ
、
ま
た
騎
馬
兵
と
鉄
砲
が
驚
異
的
な
威
力
を
発
揮
し
て
、
た
ち
ま
ち
の

う
ち
に
イ
ン
カ
帝
国
軍
を
打
ち
破
っ
た
。
し
か
る
に
「
拝
謁
」
と
称
し
て
お

び
き
出
し
た
ア
タ
ワ
ル
パ
皇
帝
を
カ
ハ
マ
ル
カ
の
広
場
で
捕
え
、
こ
れ
を
殺

害
し
、
傀
儡
の
皇
帝
を
立
て
て
実
質
的
な
統
治
者
と
な
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
が

ア
タ
ワ
ル
パ
皇
帝
の
身
代
金
と
し
て
手
に
入
れ
た〝
部
屋
い
っ
ぱ
い
の
黄
金
〞

は
、
延
べ
棒
に
鋳
潰
さ
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
運
ば
れ
た
。
そ
の
量
は
当
時
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
の
相
場
を
暴
落
さ
せ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。 

ア
タ
ワ
ル
パ 

A
taw

allpa

／
１
５
０
２
〜
１
５
３
３
。 

一
五
三
二
年 

日
本
で
は
享
禄
五
年
。
七
月
に
改
元
し
て
天
文
元
年
と
な
っ

た
。
室
町
将
軍
は
足
利
義
晴
だ
っ
た
。 

 
一
五
三
三
年 

天
文
二
年
。
こ
の
年
、
石
見
大
森
銀
山
で
灰
吹
法
の
精
錬
に

成
功
し
た
。 

一
六
二
〇
年 
日
本
は
元
和
六
年
、
徳
川
秀
忠
が
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ

た
四
年
後
に
当
た
る
。 
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メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号 

宗
教
的
迫
害
を
受
け
て
い
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
信
教
の

自
由
を
求
め
た
、
と
さ
れ
る
。
し
か
し
乗
船
者
の
三
分
の
二
は
、
失
業
と
飢

え
に
あ
え
い
だ
あ
げ
く
、
決
死
の
行
動
に
出
た
貧
困
層
の
人
た
ち
だ
っ
た
。

南
米
か
ら
流
入
し
て
い
た
金
と
銀
の
激
減
で
景
気
が
低
迷
し
、
相
次
ぐ
気
候

変
動
に
よ
る
食
料
難
が
直
撃
し
た
の
で
あ
る
。
厳
し
い
冬
の
寒
さ
と
飢
え
と

疫
病
で
、
上
陸
し
た
百
二
人
の
ほ
ぼ
半
数
が
死
ん
だ
。 

ワ
ン
パ
ノ
ア
グ 
三
十
の
集
落
が
連
合
す
る
部
族
国
家
を
形
成
し
て
い
た
。

一
六
二
〇
年
時
点
の
人
口
は
五
千
人
ほ
ど
で
、
そ
の
族
長
は
マ
サ
ソ
イ
ト

（M
assasoit

／
１
５
８
１
〜
１
６
６
１
）
と
い
っ
た
。 

メ
タ
コ
メ
ッ
ト 

M
etacom

et
／
１
６
３
９
〜
１
６
７
６
。
マ
サ
ソ
イ
ト
の

次
男
。
契
約
で
譲
渡
し
た
一
万
二
千
エ
ー
カ
ー
を
超
え
て
侵
食
し
て
き
た
白

人
入
植
者
た
ち
と
戦
っ
た
。
一
六
七
六
年
八
月
に
戦
死
し
た
彼
の
遺
体
は
白

人
入
植
者
た
ち
が
八
つ
裂
き
に
し
、
槍
の
穂
先
に
突
き
刺
さ
れ
た
首
は
白
人

の
村
に
二
十
四
年
間
も
掲
げ
ら
れ
た
と
い
う
。 

一
八
四
八
年 

日
本
は
徳
川
第
十
二
代
将
軍
家
慶
の
弘
化
五
年
、
二
月
に
改

元
し
て
「
嘉
永
」
元
年
。
欧
米
列
強
の
軍
艦
や
捕
鯨
船
が
し
き
り
に
列
島
沿

海
に
出
没
し
、
水
・
薪
・
食
糧
の
補
給
と
交
易
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

長
崎
に
入
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
戦
が
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
艦
隊
の
陣
容
を
伝
え

た
の
は
六
月
だ
っ
た
。 

 

こ
の
年
を
境
に
日
本
は
幕
末
に
突
入
す
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
市
民
革
命

の
嵐
が
起
こ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
は
統
一
運
動
、
フ
ラ
ン
ス
は
二
月
革
命
で
ル

イ
＝
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ

ア
帝
国
は
三
月
革
命
で
宰
相
ク
レ
メ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
（
１

７
７
３
〜
１
８
５
９
）
が
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
た
。
市
民
革
命
の
動
き
は
、

ベ
ル
ギ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ボ
ヘ
ミ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
イ

ス
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
に
も
波
及
し
た
。 

川
底
か
ら
発
見
し
た
金
の
粒 

マ
ー
シ
ャ
ル
が
最
初
に
発
見
し
た
金
色
の
粒

は
純
度
九
六
％
、
二
十
三
カ
ラ
ッ
ト
の
金
だ
っ
た
。
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ

の
〝
証
拠
〞
と
し
て
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ー
シ
ャ
ル 

Jam
es W

ilson M
arshall

／
１
８
１
０
〜
１

８
８
６
。
ジ
ョ
ン
・
サ
ッ
タ
ー
に
雇
わ
れ
た
牧
童
だ
っ
た
と
い
う
説
と
、
サ

ッ
タ
ー
の
下
働
き
を
し
て
い
た
木
材
加
工
業
者
だ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。 

ジ
ョ
ン
・
サ
ッ
タ
ー 

John A
ugust Sutter

／
１
８
０
３
〜
１
８
８
０
。 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ 

太
平
洋
に
面
し
た
漁
港
に
過
ぎ
な
か
っ
た
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
人
口
は
た
ち
ま
ち
三
万
五
千
人
に
膨
れ
上
が
り
、
全
米
の
主
要

な
銀
行
が
支
店
を
開
く
都
会
に
変
貌
し
た
。
金
を
採
掘
す
る
鉱
夫
の
中
に
、

幕
末
に
徳
川
幕
府
の
通
詞
と
し
て
活
躍
し
た
中
浜
万
次
郎
（
ジ
ョ
ン
万
次

郎
：
１
８
２
７
〜
１
９
８
９
）
も
い
た
。 

ジ
ョ
ン
・
ネ
イ
ピ
ア 

John N
apier

／
１
５
５
０
〜
１
６
１
７
。 

シ
モ
ン
・
ス
テ
ヴ
ィ
ン 

Sim
on Stevin

／
１
５
４
８
〜
１
６
２
０
。
フ
ラ

ン
ド
ル
生
ま
れ
の
オ
ラ
ン
ダ
軍
主
計
将
校
で
会
計
学
者
だ
っ
た
。
十
進
法
と

小
数
の
原
理
を
発
表
し
た
の
は
一
五
八
五
年
だ
っ
た
。 

サ
ミ
ュ
ウ
ェ
ル
・
モ
ー
ラ
ン
ド 

Sam
uel M

orland

／
１
６
２
５
〜
１
６
９

５
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
外
交
官
、
准
男
爵
で
、
ポ
ン
プ
や
三
角
法
計
算

機
な
ど
も
考
案
し
て
い
る
。 

加
減
算
計
算
機 

ネ
ピ
ア
ロ
ー
ド
を
改
良
し
た
計
算
器
だ
っ
た
。
円
盤
の
直

径
の
両
端
に
数
字
を
配
し
、
ど
の
よ
う
な
被
乗
数
に
対
し
て
も
、
当
な
円
盤

を
配
置
す
る
仕
組
み
を
備
え
て
い
た
。
現
物
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
記
録
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ッ
カ
ー
ト 

W
ilhelm

 Schickard

／
１
５
５
２
〜
１
６

３
５
。
名
前
の
表
記
は
「
シ
ッ
カ
ー
ル
ト
」
と
も
。 

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ケ
プ
ラ
ー 

Johannes K
epler

／
１
５
７
１
〜
１
６
３
０
。
ド
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イ
ツ
の
ビ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
で
生
ま
れ
、
は
じ
め
は
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学

で
神
学
を
勉
強
し
た
。
の
ち
に
数
学
と
天
文
学
に
転
じ
、
一
五
九
四
年
か
ら

グ
ラ
ー
ツ
大
学
で
数
学
、
天
文
学
を
教
え
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
に
暦
を
占
星

術
で
作
っ
た
。
一
五
九
九
年
、
新
教
徒
迫
害
の
た
め
プ
ラ
ハ
に
逃
れ
、
こ
こ

で
恒
星
軌
道
に
関
す
る
法
則
（
ケ
プ
ラ
ー
の
法
則
）
を
発
見
し
た
。 

ブ
レ
ー
ズ
・
パ
ス
カ
ル 

Blaise Pascal

／
１
６
２
３
〜
１
６
６
２
。 

ア
ン
リ
３
世 

H
enri 3

／A
lexandre-Édouard

／
１
５
５
１
〜
１
５
８
８
。

十
八
歳
年
上
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
１
世
と
婚
姻
関
係
を

結
ぶ
政
略
に
利
用
さ
れ
た
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
王
室

を
継
承
す
る
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
王
室
が
婚
姻
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

身
を
以
て
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

パ
ス
カ
リ
ー
ヌ
の
操
作
説
明
書 

パ
ス
カ
ル
自
身
が
、『
操
作
法
は
文
章
に
し

て
も
誰
も
わ
か
ら
な
い
か
ら
書
か
な
い
』
と
遺
言
状
に
残
し
て
い
る
。（「
計

算
機
屋
か
く
戦
え
り
」
遠
藤
諭
／
ア
ス
キ
ー
出
版
局
／
１
９
９
６
） 

一
六
一
六
／
元
和
二
年
の
出
来
事 

・
女
真
族
の
ヌ
ル
ハ
チ
が
後
金
国
（
清
の
前
身
）
を
建
国 

・
日
本
：
徳
川
家
康
が
死
去 

・
マ
ー
カ
ム
ア
ラ
ビ
ア
ン
（
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
先
祖
）
が
イ
ギ
リ
ス
に
輸
入

さ
れ
る 

・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ス
ル
タ
ン
ア
フ
メ
ト
・
モ
ス
ク
（
ブ
ル
ー
・
モ
ス
ク
）

が
完
成 

 

死
没
者
：
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
／
本
多
正
信 

一
六
二
四
／
元
和
十
年
の
出
来
事 

・
江
戸
幕
府
が
ス
ペ
イ
ン
船
の
来
航
を
禁
止
す
る 

・
仏
：
ル
イ
13
世
王
政
で
、
ア
ル
マ
ン
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
が
宰
相
に 

・
台
湾
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
安
平
古
堡
（
ゼ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア
城
）

を
築
く 

・
イ
エ
ズ
ス
会
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
ゥ
・
ロ
ー
ド
、
東
イ
ン
ド
諸
島
で

布
教
を
始
め
る 

・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
オ
ス
ロ
大
火 

 

死
没
者
：
福
島
正
則
／
崇
源
院
（
二
代
将
軍
秀
忠
の
正
室
：
浅
井
長
政
の 

 

三
女
・
江
姫
、
千
姫
、
三
代
将
軍
家
光
の
母
） 

一
六
五
〇
／
慶
安
三
年
の
出
来
事 

・
ダ
ン
バ
ー
の
戦
い 

 
 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
共
和
国
陸
軍
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
軍
に
大
勝 

・
英
：
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
欧
州
初
の
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス 

・
琉
球
初
の
正
史
『
中
山
世
鑑
』
が
成
立 

・
日
本
：
慶
安
の
お
蔭
参
り 

 

死
没
者
：
毛
利
秀
元
／
徳
川
義
直
／
狩
野
尚
信
／
糸
屋
随
右
衛
門 

一
六
六
〇
／
万
治
三
年
の
出
来
事 

・
オ
リ
ヴ
ァ
条
約
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
バ
ル
ト
海
に
お
け
る
覇
権
を
確
立
） 

・
英
：
チ
ャ
ー
ル
ズ
２
世
が
即
位
（
王
政
復
古
） 

・
日
本
・
伊
達
綱
宗
隠
居
（
伊
達
騒
動
の
始
ま
り
） 

・
日
本
：
大
坂
城
の
火
薬
庫
に
落
雷
（
死
者
二
十
八
人
） 

・
英
：
王
立
協
会
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
）
発
足 

・
英
：
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ク
、
フ
ッ
ク
の
法
則
を
発
見 

・
チ
ベ
ッ
ト
政
府
「
ガ
ン
デ
ン
ポ
タ
ン
」
が
本
拠
を
ポ
タ
ラ
宮
に
移
動
（
〜

五
九
） 

・
日
本
：
歌
舞
伎
芝
居
小
屋
の
森
田
座
が
木
挽
町
に
開
場 

死
没
者
：
デ
ィ
エ
ゴ
・
ベ
ラ
ス
ケ
ス 
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